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慶應義塾普通部でコントラクトブリッジの授業開始！ 

 

 
2005年4月、コントラクトブリッジが慶應義塾普通部（神奈川県）において、第2学年および第３学年性との選

択科目のひとつとして正式に採用され、約 70名の生徒が 2クラスに分かれて学び始めます。（社）日本コントラ

クトブリッジ連盟（本部：東京都、会長：藤田公郎）が指導員を派遣、年間を通して 26 回の授業が行われる予定

です。以下、藤田会長の談話を発表いたします。 

 

 

 

『慶應義塾普通部でのコントラクトブリッジ授業開始にあたって』 

（社）日本コントラクトブリッジ連盟会長 藤田公郎 

 

今般 伝統ある慶應義塾普通部においてコントラクトブリッジを学んでいただくこととなり、心から喜ぶととも

に、学校、生徒の皆様の前向きな対応に敬意を表します。 

 

ご承知のとおり、コントラクトブリッジは国際的に社交、家庭内での娯楽として広く楽しまれてきたゲームです。

また近年は、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）他、さまざまな国際スポーツ組織から「スポーツ」と認定されており、

世界的に「マインドスポーツ」として評価が高まってもいます。 

 

ブリッジはその始まった経緯から、米国、英国、オーストラリアなど英語圏国ではおよそ人口の一割がプレイ

しているといわれますが、その他フランス、イタリアなどラテン系の国々にも名プレイヤーが輩出しており、また

第二次世界大戦後には中国を始め多くのアジア諸国でも盛んになっています。日本でも外務省、通産省など

対外関係を扱っていた人たち、戦前の海軍等では多くの人たちがブリッジを楽しみ、外国人との付き合いに参

加してきました。 

 

現在連盟のメンバーは約 7000 名ですが、ブリッジをされる方はその何倍もの数いらっしゃると推定されま

す。終戦後 20年位の間は多くの大学にブリッジクラブがあり盛んだったのですが、最近は若い方々のプレイヤ

ーが減少していました。このような点からも、慶應義塾普通部での取り組みが今後多くの学校に波及していくこ

とを願っております。 

 

以上 
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